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文
治
五
年
の
慈
円
の
和
歌
活
動

山

本

文
治
五
年
（
一
一
八
九
）
は
、
歌
壇
史
的
に
は
い
わ
ゆ
る
建
久
期
良
経
歌
壇
の
活
動
が
始
ま
る
直
前
の
時
期
、
政
治
的
に
は
、
前
年

二
月
の
内
大
臣
良
通
の
急
死
の
打
撃
か
ら
立
ち
な
お
っ
た
九
条
兼
実
が
、
任
子
の
入
内
実
現
に
九
条
家
の
将
来
の
希
望
を
託
し
て
い
る

時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
年
の
慈
円
の
動
向
は
、
兼
実
の
日
記
『
玉
葉
』
と
、

『
拾
玉
集
』
所
収
の
贈
答
歌
群
と
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
こ
で
言
う
『
拾
玉
集
』
の
贈
答
歌
群
と
は
、
五
冊
本
の
第
四
冊
か
ら
第
五
冊
に
か
け
て
収
め
ら
れ
て
い
る
、
文
治
五
年
七

月
か
ら
建
久
七
年
に
到
る
一
連
の
贈
答
歌
資
料
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
調
書
や
随
所
に
見
ら
れ
る
左
注
か
ら
慈
円
自
身
に
よ
っ
て
整
理

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
全
体
は
詠
作
年
時
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
建
久
二
年
か
ら
三
年
の
部
分
に
混
乱
が
有
る
が
、
資

料
が
い
っ
た
ん
整
理
さ
れ
て
以
後
の
乱
れ
と
考
え
て
復
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
治
五
年
に
つ
い
て
は
、
年
の
後
半
の
み
が
こ
の
資

料
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
時
期
に
関
し
て
は
こ
れ
ら
の
贈
答
歌
が
慈
円
の
動
き
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。

『
玉
葉
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
春
の
慈
円
は
、
正
月
十
二
日
に
任
子
の
た
め
の
仏
眼
護
摩
、
三
月
三
日
に
兼
実
の
大
炊
殿
で
の
不

動
護
摩
を
修
し
、

一
方
、
二
月
三
十
日
に
は
故
良
通
の
室
の
出
家
に
戒
師
を
勤
め
る
な
ど
、
九
条
家
関
係
の
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、

任
子
入
内
を
受
諾
す
る
院
宣
が
兼
実
の
許
に
も
た
ら
さ
れ
て
五
日
後
の
四
月
八
日
に
も
、
兼
実
と
面
談
し
て
い
る
。
以
上
の
期
間
は
お
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そ
ら
く
白
川
房
に
居
て
兼
実
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
七
月
以
降
に
は
一
時
無
動
、
寺
に
居
た
こ
と
が

『
拾
玉
集
』

の
贈
答
歌
か
ら
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
西
行
が
無
動
寺
に
慈
円
を
訪
う
た
際
に
大
乗
院
で
交
わ
さ
れ
た
一
対
（
五
四
二
二
・
二
三
。

歌
番
号
は
多
賀
宗
隼
氏
編
『
校
本
拾
玉
集
』
に
依
る
。
以
下
同
様
J

で
あ
っ
て
、

（

1
）
 

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
八
月
に
は
、
後
鳥
羽
天
皇
の
た
め
に
四
季
秋
分
護
摩
を
修
し
、
ま
た
兼
実
の
許
で
不
動
護
摩
を
修

『
拾
玉
集
』
の
配
列
か
ら
七
月
以
降
八
月
半
ば
ま
で

し
て
い
る
こ
と
が

『
玉
葉
』
か
ら
知
ら
れ
る
。
九
月
に
は
再
び
無
動
寺
に
登
り
、
登
山
に
際
し
て
寂
蓮
と
十
首
、
ず
つ
の
贈
答
（
五
四
三

一
以
下
）
を
交
わ
し
、
ま
た
九
月
末
に
も
大
乗
院
で
六
首
（
五
一

O
二
以
下
）
を
独
詠
し
て
い
る
。
し
か
し
十
一
月
二
十
五
日
、
十
二

月
十
三
日
に
兼
実
を
訪
う
て
い
る
記
事
が
『
玉
葉
』
に
在
り
、
冬
に
は
下
山
し
て
い
た
ら
し
く
、
十
一
月
五
日
と
十
七
日
の
雪
に
際
し

で
の
兼
実
・
公
衡
・
定
家
等
と
の
贈
答
歌
（
五
四
五
こ
か
ら
六

O
）
も
山
上
と
京
と
の
往
還
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

七
月
頃
の
西
行
と
の
や
り
と
り
は
大
乗
院
で
交
わ
さ
れ
、
九
月
末
に
も
大
乗
院
で
歌
作
し
て
い
る
が
、
九
月
の
登
山
の
折
の
寂
蓮
と

の
十
首
贈
答
の
左
注
に
「
旧
跡
御
修
造
を
思
ふ
な
る
べ
し
L

と
有
る
の
も
、
大
乗
院
の
再
興
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
再

興
大
乗
院
の
供
養
が
行
な
わ
れ
た
の
は
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
八
月
十
六
日
で
あ
り
、
そ
の
際
の
慈
円
の
敬
白
文
に
～
承
旨
励
力
九
年
」

と
有
る
と
こ
ろ
か
ら
、
兼
実
の
意
を
受
け
て
慈
円
が
こ
の
事
業
の
た
め
の
尽
力
を
始
め
た
の
は
文
治
二
年
頃
か
ら
と
知
ら
れ
る
が
、
文

泊
五
年
当
時
の
事
業
の
具
体
的
状
況
は
判
ら
な
い
。

任
子
の
入
内
と
大
乗
院
の
再
興
と
の
ふ
た
つ
を
、
兼
実
と
共
通
の
重
要
な
関
心
事
と
し
つ
つ
、
無
動
寺
と
京
都
と
を
何
度
か
往
復
し

て
い
る
の
が
文
治
五
年
の
慈
円
で
あ
る
が
、
以
下
で
は
こ
の
年
の
彼
の
作
歌
活
動
を
、
百
首
歌
・
歌
会
・
贈
答
歌
に
分
け
て
考
察
し
た

しミ。



一
、
百
首
歌
企
画

『
拾
玉
集
』
に
集
成
さ
れ
た
百
首
歌
を
見
る
と
、
慈
円
は
前
年
文
治
四
年
に
は
、
秋
に
「
御
裳
濯
百
首
」
、
十
二
月
に
は

「
早
率
露

胆
百
首
」
と
、
二
度
の
百
首
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
前
者
は
西
行
勧
進
の
太
神
宮
奉
納
百
首
で
あ
っ
て
、
定
家
・
家
隆
な
ど
他
の
歌
人
は

す
で
に
文
治
二
年
頃
に
勧
進
を
受
け
て
詠
作
L
て
い
た
が
、
こ
の
年
に
な
っ
て
、
追
加
参
加
の
よ
う
な
形
で
慈
円
が
詠
作
に
踏
み
切
っ

（

5
）
 

た
の
で
あ
る
。
慈
円
は
文
治
三
年
に
も
「
厭
離
百
首
」
や
「
結
題
百
首
」
を
詠
ん
で
い
る
が
、

「
厭
離
百
首
」
は
隠
遁
の
志
を
同
ビ
く

文治五年の慈円の和歌活動

し
て
い
た
晴
真
と
い
う
僧
か
ら
の
百
首
に
応
え
た
も
の
ー

（

6
）
 

実
が
慈
円
と
寂
蓮
に
詠
ま
せ
た
も
の
で
、
百
首
歌
に
関
係
し
て
い
る
の
は
慈
円
と
親
密
な
僅
か
な
人
び
と
に
限
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に

「
結
題
百
首
L

は
以
前
の
兼
実
家
の
百
首
で
用
い
ら
れ
た
題
に
よ
っ
て
、
兼

対
し
て
「
御
裳
濯
百
首
」
は
、
他
の
多
く
の
歌
人
た
ち
と
共
通
の
機
会
で
の
詠
作
と
し
て
慈
円
に
と
っ
て
最
初
の
も
の
と
見
ら
れ
、
こ

れ
を
契
機
に
、
慈
円
の
作
歌
活
動
は
同
時
代
の
歌
人
た
ち
の
動
き
に
明
確
に
連
関
す
る
も
の
に
な
っ
て
く
る
。

「
早
率
露
胆
百
首
」
は
、

駿
文
が
示
す
よ
う
に
稚
児
の
作
と
い
う
仮
構
に
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
蹴
文
に
は
「
今
の
世
の
歌
よ
み
た
ち
の
百
首
」
に
刺
激
さ
れ
た

と
い
う
詠
作
動
機
の
説
明
が
有
り
、

「
股
富
門
院
大
輔
百
首
」
「
閑
居
百
首
」
な
ど
文
治
三
年
頃
の
百
首
歌
の
盛
行
へ
の
、
慈
円
の
関
心

の
投
影
を
見
る
ニ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
慈
円
は
、
吉
首
歌
流
行
の
担
い
手
の
一
人
で
あ
っ
た
定
家
に
こ
の
百
首
を
示
し
、
応
和
を
求

め
た
の
で
あ
っ
て
、
定
家
は

『
拾
遺
愚
草
』
に
見
え
る
三
つ
の
百
首
歌
で
と
れ
に
応
え
た
。
こ
れ
は
百
首
歌
流
行
の
動
き
に
慈
円
自
身

が
主
体
的
に
参
加
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

文
治
四
年
後
半
の
ふ
た
つ
の
百
首
歌
は
、

「
西
行
勧
進
二
見
浦
百
首
」
「
殿
富
門
院
大
輔
百
首
」
「
閑
居
百
首
」
な
ど
文
治
二
年
か
ら

3 

三
年
に
か
け
て
の
他
の
歌
人
た
ち
の
活
発
な
動
き
の
後
を
追
う
よ
う
な
形
で
、
慈
円
が
積
極
的
な
和
歌
活
動
を
始
め
た
こ
と
を
示
し
て



4 

い
る
。
そ
し
て
文
治
五
年
に
は
、
次
に
見
る
よ
う
に
日
吉
社
奉
納
の
百
首
歌
を
企
画
し
、
歌
人
た
ち
に
参
加
を
働
き
か
け
る
。
そ
れ
は

前
年
後
半
の
積
極
的
な
活
動
の
延
長
線
上
に
在
る
動
き
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

文
治
五
年
の
慈
円
の
百
首
勧
進
を
示
す
資
料
は
、

『
拾
玉
集
』
の
贈
答
歌
群
の
中
（
五
四
二

0
・
二
二
お
よ
び
『
為
秀
本
長
秋
詠

草
』
な
ど
俊
成
の
家
集
に
見
え
る
、
慈
円
と
俊
成
と
の
贈
答
歌
一
対
で
あ
る
が
、
調
書
の
よ
り
詳
細
な
後
者
に
よ
っ
て
示
す
。

法
性
寺
座
主
法
印
百
首
歌
を
よ
み
て
人
々
に
も
す
h

め
ら
る
と
き
こ
え
し
を
、
入
道
両
社
の
百
首
と
い
ふ
も
の
よ
ま
む
と

す
な
り
。
お
な
ビ
く
は
こ
れ
に
ぐ
し
て
、
わ
が
よ
め
る
を
も
ぐ
し
て
日
よ
し
に
も
ま
い
ら
せ
よ
と
侍
し
を
、
よ
み
や
う
な

ど
は
お
も
ふ
た
ま
へ
し
か
ど
、
人
々
に
ぐ
し
申
べ
し
と
も
お
も
ふ
た
ま
へ
ず
、
又
い
で
こ
ん
こ
と
も
あ
り
が
た
し
な
ど
申

た
り
し
を
、
な
を
な
ど
す
す
め
っ
か
は
し
て
消
息
の
お
く
に

法
印

い
か
で
か
は
き
み
が
に
ほ
ひ
を
そ
へ
ぎ
ら
ん
神
に
た
む
く
る
も
h

く
さ
の
は
な

返
し

た
む
く
べ
き
こ
h

ろ
ば
か
り
は
あ
り
な
が
ら
は
な
に
な
ら
へ
ん
こ
と
の
は
ぞ
な
き

（
古
典
文
庫
問
所
収
『
為
秀
本
長
秋
詠
草
』
四
三
了
四
一
三
）

こ
の
贈
答
歌
に
つ
い
て
は
松
野
陽
一
氏
が
詳
し
く
考
察
さ
れ
、
俊
成
の

「
両
社
の
百
首
」
が

『
五
社
百
首
』
の
前
身
で
あ
る
日
吉
・
春

日
両
社
へ
の
奉
納
百
首
で
、
本
来
こ
の
両
社
へ
の
奉
納
歌
合
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
、
慈
円
が
こ
の
う
ち
片
方
の
日
吉

社
へ
の
分
を
、
自
ら
の
日
吉
社
奉
納
百
首
企
画
に
吸
収
し
よ
う
と
し
て
俊
成
を
誘
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
俊
成
の
企
画
の
主
体

性
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
俊
成
が
拒
絶
し
た
・
の
で
あ
る
こ
と
、
等
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
や
り
と
り
の
年
時
に
つ
い

て、

『
拾
玉
集
』
の
方
の
配
列
か
ら
文
治
五
年
七
月
か
ら
八
月
十
五
日
の
聞
と
さ
れ
、
ま
た
慈
円
の
奉
納
百
首
企
画
は
大
乗
院
再
興
の



祈
願
と
関
係
す
る
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
百
首
勧
進
に
関
わ
る
か
と
思
わ
れ
る
も
う
一
種
の
資
料
は
、

『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』
に
見
ら
れ
る
。
乙
の
集
に
は
「
よ
し
み
つ

の
大
僧
正
家
、
人
々
に
百
首
う
た
よ
ま
せ
ら
れ
し
に
」

「
吉
水
の
前
大
僧
正
家
百
首
に
」
等
の
詞
書
を
持
つ
歌
が
、

『
私
家
集
大
成
・

中
世

I
』
の
歌
番
号
で
示
す
と
、
三
六
・
九
八
・
一

O
一
・
一
四
五
・
一
八
八
・
四
七
七
・
四
八
九
・
四
九

0
・
五
一
四
・
五
四
六
の

計
十
首
見
い
出
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
題
を
明
記
し
た
も
の
を
列
挙
す
る
と
、

「
の
こ
り
の
ゆ
き
」
「
あ
や
め
」
「
あ
は
ぬ
こ
ひ
」
「
逢
恋
」

「
の
ち
の
あ
し
た
」
「
し
の
ぶ
こ
ひ
」
「
恨
恋
」
で
あ
り
、
全
て
堀
川
百
首
題
に
一
致
す
る
。
詞
書
に
題
を
記
さ
な
い
一
二
首
、

文治五年の慈円の和歌活動

い
か
な
れ
は
ふ
た
は
な
か
ら
に
と
し
を
へ
て
け
ふ
の
み
あ
れ
に
あ
ふ
ひ
成
ら
ん
（
九
八
）

秋
の
色
も
と
し
仁
そ
へ
て
や
ま
さ
る
ら
ん
け
さ
吹
風
に
泊
る
も
の
そ
な
き
（
一
四
五
）

霧
の
ま
に
こ
ま
に
ま
か
す
る
い
そ
っ
た
ひ
い
つ
く
成
ら
ん
松
か
せ
の
こ
ゑ
（
一
八
八
）

も
そ
れ
ぞ
れ
、
「
葵
」
「
立
秋
」
「
霧
」
の
各
題
に
内
容
が
一
致
し
、
こ
の
百
首
が
堀
川
題
百
首
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。

『
藤
原
隆
信
朝
臣
集
』
の
配
列
や
官
位
表
記
は
詠
作
年
時
に
関
係
が
無
く
、
こ
の
集
の
側
か
ら
は
年
時
を
決
め
ら
れ
な
い
が
、
慈
円
が

他
の
複
数
の
歌
人
に
百
首
歌
を
勧
め
た
と
い
う
確
実
な
資
料
は
隆
信
の
在
世
中
に
他
に
無
い
の
で
、
俊
成
へ
の
勧
進
と
同
じ
折
の
作
と

見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
隆
信
は
、
兼
実
歌
壇
が
清
輔
の
指
導
下
に
在
っ
た
頃
か
ら
の
構
成
員
で
、
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
、

兼
実
が
は
じ
め
て
俊
成
を
招
い
た
際
に
仲
介
の
役
に
当
っ
て
い
る
な
ど
、
九
条
家
と
の
関
係
の
深
い
歌
人
だ
っ
た
か
ら
、
俊
成
と
共
に

慈
円
の
勧
進
の
対
象
に
な
っ
た
と
し
て
不
自
然
は
な
い
。
ま
た
俊
成
の
「
両
社
の
百
首
」
は
、
現
存
の
『
五
社
百
首
』
か
ら
判
る
よ
う

に
堀
川
題
百
首
で
あ
る
か
ら
、
慈
円
の
勧
進
百
首
が
同
じ
題
に
依
っ
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
俊
成
の
作
を
合
併
し
よ
う
と
い
う
一
見
無

5 

理
な
提
案
を
慈
円
が
再
三
行
な
っ
た
こ
と
も
す
こ
し
は
理
解
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。
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俊
成
・
隆
信
の
他
に
慈
円
の
勧
進
を
受
け
た
可
能
性
の
高
い
歌
人
と
し
て
、
同
じ
く
御
子
左
家
の
歌
人
で
慈
円
と
の
交
渉
の
深
い
寂

蓮
と
定
家
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
、
季
経
な
ど
九
条
家
と
結
び
つ
き
の
深
い
六
条
家
歌
人
、
静
賢
な
ど
慈
円
と
親
交
の
有
る
僧
侶
歌
人
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
慈
円
勧
進
の
百
首
を
詠
作
し
た
明
徴
が
無
い
。
定
家
は
、
先
述
の
よ
う
に
慈
円
の
「
早

率
露
胆
百
首
」
に
応
え
る
「
奉
和
無
動
寺
法
印
早
率
露
担
百
首
」

胆
百
首
」
が
堀
川
題
で
あ
る
た
め
、
こ
の
二
つ
の
百
首
も
堀
川
題
で
詠
ま
れ
て
い
る
。
す
で
に
二
度
の
百
首
を
詠
ん
だ
定
家
が
、
同
年

「
重
奉
和
早
率
百
首
」
を
こ
の
年
の
春
に
詠
ん
で
い
る
。

「
早
率
露

の
う
ち
に
さ
ら
に
日
吉
社
奉
納
の
た
め
の
問
題
の
百
首
を
勧
め
ら
れ
で
も
、
た
だ
ち
に
応
じ
得
た
か
ど
う
か
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
寂
蓮

の
百
首
歌
と
し
て
伝
存
す
る
も
の
の
う
ち
、
半
田
公
平
氏
『
寂
蓮
法
師
全
歌
集
と
そ
の
研
究
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
「
少
輔
入
道
か
百

首
」
は
、
堀
川
題
に
依
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
（
題
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
書
歌
番
号
に
よ
る
七
二
か
ら
七
四
を
、
四
八
の
次

へ
、
八
五
か
ら
八
七
を
、
九
七
の
次
へ
そ
れ
ぞ
れ
移
動
さ
せ
る
な
ど
し
て
歌
順
を
訂
せ
ば
、
堀
川
題
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
）
、

注
意
さ
れ
る
が
、
詠
作
事
情
は
明
確
で
な
い
。
他
に
、
寂
蓮
が
慈
円
勧
進
の
百
首
を
詠
ん
だ
こ
と
を
一
不
す
資
料
は
見
当
ら
な
い
。

次
に
慈
円
自
身
の
作
で
あ
る
が
、

『
拾
玉
集
』
に
は
、

『
千
載
集
』
に
一
首
を
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
の
作
と
知
ら
れ

る
一
種
の
他
に
、
文
治
四
年
十
二
月
十
三
日
の
日
付
を
持
つ
先
述
の
「
早
率
露
胆
百
首
」
、
建
久
元
年
五
月
二
十
八
日
の
日
付
を
持
つ

「
宇
治
山
百
首
」
の
計
三
種
の
堀
川
題
百
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
文
治
五
年
に
最
も
詠
作
年
時
が
接
近
し
て
い
る
の
は

「
早
率
露
胆
百
首
」
で
あ
る
が
、
遊
戯
的
性
格
の
蹴
文
を
持
ち
、
定
家
が
二
度
に
わ
た
っ
て
応
和
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
奉
納
百
首
と

は
別
個
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
堀
川
題
と
否
と
に
拘
ら
ず
、
文
泊
五
年
の
聞
に
詠
ま
れ
た
と
見
ら
れ
る
百
首
歌
は
『
拾
玉
集
』

に
無
い
が
、
こ
の
年
の
前
後
、
文
泊
三
年
か
ら
建
久
四
年
ま
で
慈
円
は
毎
年
百
首
歌
を
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
年
に
も
日
吉
社
奉
納
百
首

が
詠
作
さ
れ
て
い
た
と
想
定
し
て
不
自
然
は
な
い
。



松
野
陽
一
氏
は
、
こ
の
百
首
奉
納
企
画
は
途
中
で
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
俊
成
の
参
加
拒
否
の
他
に
、

西
行
の
白
歌
合
企
画
か
ら
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
む
た
し
か
に
、
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
関
係
資
料
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の

企
画
が
完
遂
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
の
結
果
と
も
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
建
暦
年
聞
に
慈
円
が
日
吉
社
に
奉
納
し
た
百
首
歌
（
『
拾
玉
集
』

第
二
冊
）

の
蹴
文
に
「
さ
で
し
も
か
や
う
な
れ
ば
、

い
ま
だ
ひ
え
に
百
首
な
ど
よ
み
て
奉
る
事
の
な
か
り
け
れ
ば
に
や
」
と
い
う
一
節

が
有
り
、
文
字
通
り
に
解
す
れ
ば
、
文
治
五
年
の
折
に
は
百
首
奉
納
は
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
な
お

『
藤
原
隆
信

朝
臣
集
』
に
は
、
撰
歌
合
の
撰
外
歌
（
一
八
、
二
一
四
、
二
一
五
な
ど
）
も
見
え
て
お
り
、
完
成
以
後
の
歌
合
や
百
首
歌
に
基
づ
い
た

文治五年の慈円の和歌活動

集
で
は
な
い
の
で
、
同
集
に
作
の
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
慈
円
勧
進
百
首
の
最
終
的
成
否
と
は
別
問
題
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
慈
円
の
日
吉
社
奉
納
百
首
企
画
の
実
態
に
は
不
明
な
点
が
極
め
て
多
い
。
し
か
し
九
条
家
の
和
歌
活
動
が
文
治
五
年
冬

の

「
雪
十
首
会
」
の
前
後
か
ら
再
び
活
発
化
し
て
、
建
久
期
良
経
歌
壇
の
形
成
へ
と
向
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
動
き
を
わ

ず
か
に
先
駆
け
る
形
で
、
有
力
歌
人
の
作
を
集
中
す
る
試
み
を
慈
円
が
行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
注
意
を
引
く
。
建
久
期
歌
壇
の
形
成
と

（

9
）
 

活
動
に
と
っ
て
の
慈
円
の
役
割
の
重
要
性
は
藤
平
春
男
氏
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
「
雪
十
首
会
L

や
同
じ
頃
詠
進
さ
れ
た
「
任

（日）

子
入
内
扉
嵐
歌
」
と
慈
円
の
関
係
に
つ
い
て
は
片
山
享
氏
の
指
摘
が
有
る
。
日
吉
社
奉
納
百
首
の
企
画
は
あ
る
ド
は
完
遂
さ
れ
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
慈
円
の
意
欲
は
、
そ
の
後
の
良
経
の
協
力
者
と
し
て
の
活
動
の
中
に
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
見
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
歌
会

7 

こ
の
年
に
慈
円
が
出
詠
し
た
こ
と
の
明
ら
か
な
歌
会
に
は
、
十
二
月
の
、
良
経
主
催
「
雪
十
首
会
L

が
有
り
、

『
拾
玉
集
』
に
「
大
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納
言
殿
密
々
会
之
時
、
尋
玄
に
か
は
り
て
雪
の
十
首
」
の
調
書
で
十
首
の
作
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
四
二
八

O
以
下
可

慈
円
は
、
寿
永
三
年
二
月
二
十
二
日
の
報
思
講
で
「
他
人
を
以
て
名
と
為
し
」
て
歌
作
し
て
い
る
こ
と
が

『
玉
葉
』
か
ら
知
ら
れ
る

他
、
建
久
年
間
の
「
花
月
百
首
」
「
当
座
百
首
」
「
六
百
番
歌
合
百
首
」
を
時
貞
・
安
成
・
信
定
な
ど
の
名
で
詠
み
、
建
久
六
年
女
房
歌

合
後
の
歌
会
（
四
三
三
七
か
ら
四
二
で
は
「
安
成
に
か
は
り
て
」
、
同
七
年
「
絡
素
歌
合
」
（
四
二
五

O
か
ら
五
六
）
で
は
「
人
に
か

は
り
て
」
詠
ん
で
い
る
こ
と
が

『
拾
玉
集
』
か
ら
知
ら
れ
る
。
九
条
家
の
歌
会
で
は
ふ
つ
う
隠
名
で
詠
作
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

（日）

「
雪
十
首
会
」
に
は
良
経
・
慈
円
の
ほ
か
寂
蓮
・
定
家
が
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
先
学
の
論
が
有
る
口
慈
円
の
作

の
中
で
は
、

「
雪
中
旅
行
」
題
の
一
首
（
四
二
八
九
）
が
す
こ
し
注
意
さ
れ
る
。
寂
蓮
と
定
家
の
『
新
古
今
集
』
入
集
歌
に
詠
ま
れ
、

後
に
『
詠
歌
一
体
』
が
禁
制
詞
と
し
た

妥
当
の
夕
暮
」
の
句
を
、
慈
円
が
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

過
き
つ
る
か
た
に
も
猶
や
ま
よ
ふ
へ
き
こ
ま
に
跡
な
き
雪
の
ゆ
ふ
暮

な
お
、
慈
円
に
は
こ
の
前
後
に
も
、

や
と
も
な
し
今
朝
わ
ひ
し
ら
に
こ
え
き
つ
る
あ
ら
ち
の
山
の
雪
の
ゆ
ふ
暮
（
日
吉
百
首
、
文
泊
四
年
以
前
）

み
わ
の
山
い
つ
く
に
こ
よ
ひ
や
と
ら
ま
し
し
る
し
を
う
つ
む
雪
の
ゆ
ふ
暮
（
一
日
百
首
、
建
久
元
年
四
月
）

の
作
例
が
有
る
。

『
拾
玉
集
』

に
は
他
に
、

「
大
納
言
し
の
び
て
会
せ
ら
る
と
き
き
て
、
人
に
か
は
り
て
」
と
調
書
す
る
三
題
の
作
（
五
三
六
九
か
ら

七
二
）
が
有
る
。
こ
の
「
大
納
言
」
が
、
文
治
五
年
七
月
十
日
に
権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
日
に
左
大
将
を
兼

ね
る
ま
で
の
期
間
、
「
殿
の
大
納
言
」
「
大
納
言
殿
」
等
と
『
拾
玉
集
』
で
呼
ば
れ
て
い
る
良
経
で
あ
る
と
す
る
と
、
歌
題
が
水
月
・
嵐

－
野
露
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
時
は
文
泊
五
年
秋
と
な
る
。
す
な
わ
ち
「
雪
十
首
会
」
に
先
立
つ
良
経
主
催
の
会
と
い
う
こ
と
に
な
る



が
、
他
に
資
料
が
無
い
の
で
断
定
は
控
え
た
い
。

こ
の
年
の
歌
会
の
作
と
見
ら
れ
る
も
う
一
例
は
、

「
北
野
会
三
首
、
静
賢
法
印
に
か
は
り
て
」
と
詞
書
す
る
社
頭
冬
月
・
古
池
寒
置

・
聞
詞
増
恋
の
三
題
の
作
（
四
四
七
三
か
ら
七
五
）
で
あ
る
。
推
定
理
由
と
し
て
『
拾
玉
集
』
贈
答
歌
群
中
の
慈
円
と
寂
蓮
と
の
贈
答

一
対
（
五
四
六
八
・
六
九
）
を
挙
げ
る
。

寂
蓮
入
道
昔
お
も
ふ
い
け
に
は
ゐ
井
も
く
ち
は
て
〉
枯
野
に
つ
冶
く
あ
し
の
う
ら
風
と
古
池
寒
置
に
よ
み
た
り
し
と
か
た

り
し
朝
に
雪
ふ
り
し
か
は
よ
み
で
っ
か
は
す

文治五年の慈円の和歌活動

昨
日
き
き
し
枯
野
の
か
せ
を
身
に
し
め
て
け
ふ
の
心
は
雪
に
む
も
れ
ぬ

返
し

寂
蓮

あ
は
れ
し
る
こ
h

ろ
を
雪
に
む
す
は
す
は
か
れ
の
冶
末
に
色
を
見
ま
し
ゃ

（
『
校
本
拾
玉
集
』
）

詞
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
贈
答
の
前
日
、
寂
蓮
が

「
古
池
寒
置
」
の
題
に
よ
る
一
首
、

北
日
思
ふ
池
に
は
い
ひ
も
朽
ち
果
て
て
枯
野
に
続
く
置
の
う
ら
風

を
慈
円
に
示
し
て
白
讃
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

（
寂
蓮
の
こ
の
一
首
は
、

『
玄
玉
和
歌
集
』
に
も
「
古
池
寒
置
と
云
心
を
よ
め
る
」
の

詞
書
で
収
め
ら
れ
て
い
る
J

。
結
題
が
一
致
す
る
所
か
ら
、
寂
蓮
の
こ
の
作
は
、
慈
円
が
静
賢
の
名
で
詠
ん
だ
「
北
野
会
」
の
三
首
と

同
じ
機
会
に
詠
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
年
時
は
、
贈
答
歌
の
配
列
か
ら
見
て
文
治
五
年
冬
の
十
一
月
頃
以
降
と
な
る
。

静
賢
は
藤
原
通
憲
の
子
で
、
後
白
河
法
皇
に
信
任
さ
れ
る
一
方
、
兼
実
と
も
交
渉
が
有
り
、
慈
円
と
は
『
拾
玉
集
』
所
収
の
贈
答
歌

9 

（
五
五

O
五
か
ら

O
八
、
五
五
七
二
・
七
三
、
五
六
六
一
・
六
二
な
ど
）
が
一
示
す
よ
う
に
親
し
い
間
柄
に
在
っ
た
。

『
千
載
集
』
に
六
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首
を
採
ら
れ
た
他
、
歌
人
と
し
て
の
経
歴
も
有
る
。
慈
円
が
静
賢
の
名
で
出
詠
し
た
経
緯
、

『
寂
蓮
集
』
に
は
別
に
「
北
野
会
、
公
景
勧
進
」
と
詞
書
す
る
二
首
（
残
菊
・
時
雨
）
が
有
り
、
同
じ
大
江
公
景
（
『
千
載
集
』

「
北
野
会
」
の
性
格
な
ど
は
明
ら
か
で
な

h

f

、

し
，
ヵ
に
二
首
入
集
。
）
が
再
度
「
北
野
会
」
を
催
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
九
条
家
以
外
の
歌
会
に
慈
円
が
出
詠
し
た

例
と
見
ら
れ
る
。

三
、
贈
筈
歌

文
泊
五
年
の
贈
答
歌
は
、
先
述
の
よ
う
に
『
拾
玉
集
』
第
四
冊
か
ら
第
五
冊
に
か
け
て
、
七
月
以
降
の
も
の
が
詠
作
時
順
に
整
理
さ

れ
た
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
十
一
月
十
八
日
の
箇
所
に
、
静
賢
の
美
談
と
し
て
慈
円
が
記
し
留
め
た
と
思
わ
れ
る
静
賢
・
尊
円
・
実
命

の
や
り
と
り
（
五
四
六
一
か
ら
六
五
）
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
以
外
は
、
慈
円
と
他
と
の
贈
答
歌
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、
西
行

と
の
贈
答
（
五
四
二
二
・
二
一
二
）
や
西
行
の
宮
河
歌
合
に
関
す
る
定
家
と
の
贈
答
（
五
四
六
六
・
六
七
）
、
任
子
入
内
に
関
す
る
兼
実
と

の
贈
答
（
五
四
五
二
・
五
一
二
）
な
ど
も
注
意
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
学
の
言
及
も
有
る
の
で
、
こ
こ
で
は
量
的
に
も
特
に

目
立
つ
寂
蓮
と
の
贈
答
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
こ
の
年
の
秋
に
つ
い
て
見
る
と
、
慈
円
と
寂
蓮
と
の
贈
答
は
三
組
有
る
。
最
初
は
、

「
文
治
五
年
七
月
、
寂
蓮
入
道
の
も
と
よ

り
か
は
う
ち
は
つ
か
は
す
と
て
」
と
詞
書
す
る
一
対
（
五
四
一
八
・
一
九
）

で
、
両
首
と
も
「
か
は
う
ち
わ
」
の
語
を
詠
み
こ
ん
だ
物

名
歌
に
な
っ
て
い
る
。
二
組
目
は
、

「
寂
蓮
入
道
、

さ
が
に
す
み
侍
り
け
る
こ
ろ
、
秋
の
風
こ
と
の
外
に
で
、
堂
の
ひ
は
だ
も
み
な
吹

み
だ
り
て
侍
し
と
て
」
と
詞
書
す
る
寂
蓮
か
ら
の
一
首
（
五
四
二
八
）
と
、
慈
円
か
ら
返
さ
れ
た
二
首
（
五
四
二
九
・
三

O
）
で、

日

時
は
明
記
せ
ず
、

『
寂
蓮
集
』

の
詞
書
に
は

「
九
月
ば
か
り
」
と
有
る
が
、

『
玉
葉
』
に
見
え
る
八
月
二
十
日
夜
の
暴
風
の
後
の
も
の



と
推
定
さ
れ
る
。
一
一
一
組
目
は
寸
文
治
五
年
九
月
、
寂
蓮
入
道
の
許
へ
無
動
寺
よ
り
つ
か
は
す
な
り
」
の
調
書
に
よ
る
十
首
ず
つ
の
贈
答

（
五
四
三
一
か
ら
五

O
）
で
、

『
寂
蓮
集
』
の
調
書
か
ら
登
山
の
途
次
の
感
興
を
詠
ん
だ
も
の
と
知
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
先
述
の
よ

う
に
「
旧
跡
御
修
造
を
思
ふ
な
る
べ
し
L

と
左
注
が
有
る
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
慈
円
の
自
注
で
、

「
！
な
る
べ
し
」
と
い
う
言
い
方
は
、

建
暦
年
間
の
日
吉
社
奉
納
百
首
の
蹴
文
に
「
其
道
理
を
歌
に
よ
ま
む
と
思
な
る
べ
し
」
と
有
る
の
と
同
様
、
椀
曲
な
表
現
と
し
て
用
い

ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
左
注
の
あ
と
の
「
先
度
吹
過
に
け
る
風
の
返
し
」
と
調
書
す
る
一
首
（
五
四
五
二
は
、
先
の
暴

風
の
後
に
慈
円
か
ら
贈
ら
れ
て
い
た
、

文治五年の慈円の和歌活動

み
な
人
は
秋
の
心
に
な
り
に
け
り
吹
過
に
け
る
風
の
け
し
き
に
（
五
四
三

O
）

へ
の
寂
蓮
の
返
歌
で
あ
る
。
暴
風
後
の
贈
答
と
、
十
首
贈
答
と
は
『
寂
蓮
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
右
の
「
吹
過
に
け
る
風
」

の
一
首
と
寂
蓮
の
返
歌
と
は
漏
れ
て
い
る
。

な
お
、
良
経
が
右
の
十
首
贈
答
に
興
味
を
持
ち
、
慈
円
に
請
う
て
そ
の
詠
草
を
見
た
あ
と
自
ら
そ
れ
ら
に
和
す
る
十
首
を
詠
ん
だ
の

（日）

も
文
治
五
年
内
の
事
で
、
そ
の
作
は
『
拾
玉
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
五
九
九
一
か
ら
九
九
）
。

冬
に
入
っ
て
寂
蓮
と
慈
円
の
聞
で
交
わ
さ
れ
た
贈
答
は
二
組
有
る
。
一
組
は
十
一
月
十
七
日
の
雪
の
翌
朝
の
一
対
（
五
四
五
九
・
六

O
）

で
、
雪
に
託
し
て
同
十
三
日
の
除
目
で
定
家
が
少
将
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
祝
意
を
述
べ
た
寂
蓮
の
歌
に
、
慈
円
が
「
天
に
口
な
し
、
和

歌
を
も
て
い
ふ
ベ
し
。
い
は
ふ
こ
こ
ろ
と
思
て
か
く
い
へ
る
な
る
べ
し
。
や
さ
し
く
こ
そ
。
」
と
左
注
を
付
し
て
い
る
。

『
寂
蓮
集
』

に
は
こ
の
贈
答
を
収
め
な
い
が
、
同
日
の
定
家
と
寂
蓮
と
の
贈
答
が
見
え
、
寂
蓮
は
任
少
将
の
祝
い
と
四
位
昇
進
の
期
待
と
を
詠
ん
で

いヲハ出。

『
拾
玉
集
』
の
慈
円
と
定
家
と
の
贈
答
（
五
四
五
七
？
五
八
）
と
合
わ
せ
て
、
こ
の
日
、
三
人
の
聞
で
そ
れ
ぞ
れ
歌
が
交
わ
さ

11 

れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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こ
の
冬
の
も
う
一
組
は
、
先
に
引
用
し
た

「
古
池
寒
蓮
」
の
歌
を
め
ぐ
る
一
対
（
五
四
六
八
・
六
九
）
で
、
慈
円
・
寂
蓮
の
聞
で
歌

の
こ
と
が
話
題
に
さ
れ
て
い
た
具
体
的
な
例
で
あ
る
。
こ
の
贈
答
も
『
寂
蓮
集
』
に
は
収
め
な
い
。

文
泊
五
年
の
贈
答
は
以
上
の
五
組
で
、
定
家
と
の
二
組
、
西
行
・
俊
成
・
公
衡
・
兼
実
・
良
経
と
の
各
一
組
を
大
き
く
上
廻
り
、
慈

円
と
寂
蓮
の
交
渉
の
親
密
さ
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
れ
以
前
の
時
期
に
お
け
る
寂
蓮
と
慈
円
と
の
交
渉
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、

ま
ず
二
人
の
直
接
の
贈
答
で
文
治
五
年
七

月
以
前
の
も
の
は
、
『
拾
玉
集
』
『
寂
蓮
集
』
等
に
見
え
な
い
。

『
寂
蓮
集
』
に
は
『
拾
玉
集
』
と
共
通
す
る
贈
答
歌
の
他
に
、
慈
円
の

報
恩
講
で
の
作
を
収
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
も
、
文
治
五
年
の
贈
答
の
調
書
で
は

「
殿
法
印
」
で
あ
る
慈
円
の
呼
称
が

「
座
主
」
と
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
建
久
三
年
以
降
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
文
治
五
年
以
前
の
慈
円
と
寂
蓮
の
接
触
と
し
て
明
確
に
知
ら
れ
る

も
の
は
、
先
述
の
文
治
三
年
十
一
月
の

「
結
題
百
首
」
を
ふ
た
り
が
共
に
詠
ん
で
い
る
ご
と
（
『
拾
玉
集
』
）
、
文
治
四
年
四
月
は
じ
め
に
、

故
良
通
と
良
経
の
詠
草
を
慈
円
が
俊
成
の
許
に
送
っ
た
際
、
寂
蓮
が
仲
介
し
て
い
る
こ
と
（
『
為
秀
本
長
秋
詠
草
』
）
、
の
二
例
で
あ
る
が
、

他
に
『
拾
玉
集
』
所
収
の
次
の
贈
答
（
五
九
八
七
か
ら
九

O
）
が
注
意
さ
れ
る
。

『
校
本
拾
玉
集
』
に
よ
っ
て
示
す
。

待
従
定
家
許
よ
り
定
長
入
道
か
物
語
を
き
〉
て

た
っ
そ
ま
や
月
の
雲
ゐ
に
や
と
し
む
る
心
を
み
か
く
み
ね
の
秋
風

返
し
に

ひ
ら
の
山
月
の
雲
ゐ
に
や
と
は
あ
れ
と
こ
こ
ろ
は
谷
の
い
は
か
け
に
の
み

山
に
て
詠
し
た
り
し
歌
を
副
遣

返
し

定
家



み
山
木
は
あ
ら
し
の
声
を
時
雨
に
て
の
こ
れ
る
月
や
色
ま
さ
る
ら
む

み
ね
の
月
た
に
の
い
は
と
も
ま
た
わ
か
す
た
た
世
を
い
と
ふ
み
ち
を
の
み
こ
そ

定
家
の
官
住
表
記
が
「
侍
従
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
治
五
年
十
一
月
十
三
日
の
定
家
任
少
将
以
前
の
定
家
・
慈
円
・
寂
蓮
の
三
者
の

交
渉
を
示
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
山
上
で
の
慈
円
の
よ
う
す
を
寂
蓮
（
定
一
長
入
道
）
か
ら
聞
い
た
定
家
が
、
慈
円
の
許
に
歌
を
贈
り
、

慈
円
が
返
歌
に
山
上
で
詠
ん
だ
作
を
添
え
て
返
信
し
た
の
に
対
し
て
、
定
家
が
再
び
二
首
を
返
し
て
い
る
。
歌
の
内
容
か
ら
見
て
季
節

は
秋
で
、
文
泊
五
年
九
月
、
寂
蓮
と
山
上
の
慈
円
と
が
十
首
の
詠
を
交
わ
し
た
後
、
定
家
が
そ
の
こ
と
を
寂
蓮
か
ら
聞
い
て
の
や
り
と

文治五年の慈円の和歌活動

り
と
見
て
も
説
明
は
つ
く
。
た
だ
し
、
定
家
が
侍
従
と
な
っ
た
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
十
二
月
以
降
で
、
秋
に
慈
円
が
山
上
に
居
た

年
は
、

『
玉
葉
』
に
よ
っ
て
確
認
し
得
る
も
の
で
安
元
二
年
、
寿
永
三
年
、
文
治
元
年
（
九
月
二
十
五
日
以
降
）
が
有
り
、
年
時
の
断

定
は
で
き
な
い
。

治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
六
月
、
兼
実
は
故
清
輔
に
代
わ
る
歌
道
の
師
と
し
て
俊
成
を
招
き
、
治
承
三
年
十
月
十
八
日
の
兼
実
家
歌

合
に
は
俊
成
が
判
者
を
勤
め
、
寂
蓮
が
作
者
に
加
っ
て
い
る
。
慈
円
と
俊
成
や
寂
蓮
と
の
接
触
の
機
会
は
こ
の
頃
か
ら
有
り
得
た
が
、

俊
成
に
つ
い
て
は
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
十
二
月
二
十
八
日
の
『
玉
葉
』
に
、
慈
円
が
歌
合
の
判
を
俊
成
に
請
う
た
記
事
の
有
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
寂
蓮
や
、
文
治
二
年
（
一
一
八
六
）
以
後
九
条
家
の
近
臣
に
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
定
家
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
程
早
い
接
触
の
明
証
は
無
い
。
け
れ
ど
も
『
拾
玉
集
』
の
贈
答
歌
資
料
か
ら
見
る
と
、
慈
円
が
俊
成
と
の
聞
に
多
く
の
贈
答
歌
を
交

わ
す
よ
う
に
な
る
の
は
建
久
三
年
（
一
一
九
二
）
に
慈
円
の
汁
住
吉
社
百
首
」
に
俊
成
が
合
点
を
し
た
頃
か
ら
で
あ
り
、
文
治
五
年
の

頃
に
は
、
む
L
ろ
寂
蓮
や
定
家
の
方
が
慈
円
と
親
密
な
交
渉
を
持
っ
て
い
る
。

13 

慈
円
と
寂
蓮
と
が
頻
繁
に
歌
を
や
り
と
り
し
、
定
家
も
こ
の
ふ
た
り
と
歌
の
交
渉
を
持
ち
、
良
経
が
彼
等
の
動
き
に
関
心
を
持
っ
て
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（
日
四
）

い
る
と
い
う
の
が
文
治
五
年
の
状
況
で
あ
り
、
す
で
に
藤
平
春
男
氏
や
久
保
田
淳
氏
の
指
摘
が
有
る
よ
う
に
、
良
経
は
こ
う
し
た
慈
円

の
動
き
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
建
久
期
歌
壇
の
形
成
に
向
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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